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(57)【要約】
【課題】　床の上から床板材の固定作業をすることがで
き、床板材を加工する必要がない床板材の固定構造及び
床板材の固定施工方法を提供する。
【解決手段】床板材の固定構造は、水平に設けられる梁
と、前記梁に平行で少なくとも水平部を有する長手材と
、端部が前記水平部に載置される床板材と、下端に前記
長手材の下面に引っ掛かる水平な突片を有し、当該長手
材に嵌合する嵌合部と、前記嵌合部の上方に突出して設
けられるボルト部と、前記ボルト部に挿入される挿入孔
を有し、前記床板材の上面に当接する押さえ片と、前記
押さえ片の上から前記ボルト部に螺合するナットと、を
備え、前記水平部と前記押さえ片とで前記板材を挟んで
固定してなる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水平に設けられる梁と、
　前記梁に平行に固定されており、少なくとも水平部を有する長手材と、
　端部が前記水平部に載置される床板材と、
　下端に前記長手材の下面に引っ掛かる水平な突片を有し、当該長手材に嵌合する嵌合部
と、
　前記嵌合部の上方に突出して設けられるボルト部と、
　前記ボルト部に挿入される挿入孔を有し、前記床板材の上面に当接する押さえ片と、
　前記押さえ片の上から前記ボルト部に螺合するナットと、を備え、
　前記水平部と前記押さえ片とで前記床板材を挟んで固定してなることを特徴とする床板
材の固定構造。
【請求項２】
　前記床板材は充填材を挿入可能な中空部を有することを特徴とする請求項１に記載の床
板材の固定構造。
【請求項３】
　前記長手材は前記梁に間隙を開けて鉛直部が設けられるとともに当該鉛直部の下端から
前記梁と離反する方向に延びる水平部が設けられ、前記梁に固定片を介して平行に固定さ
れたアングルであり、
　前記嵌合部はその下端に前記鉛直部の下端に係る前記突片を有するとともにその上端に
前記鉛直部の上端に引っ掛かるフック部を有する弾性体であり、
　前記突片の突出長さは前記間隙に挿入可能な長さであることを特徴とする請求項１又は
請求項２に記載の床板材の固定構造。
【請求項４】
　請求項３に記載の床板材の固定構造の施工方法であって、
　前記アングルの前記水平部に前記床板材の端部を載置して当該床板材を配置し、
　上方から前記梁と前記鉛直部との間隙に前記嵌合部を下端側から挿入し、
　前記突片を前記鉛直部の下端に引っ掛けるとともに、前記フック部を前記鉛直部の上端
に引っ掛けて固定し、
　前記ボルト部に前記押さえ片を外挿させて、当該ボルト部と前記ナットとを締結するこ
とで、前記押さえ片を前記床板材の上面に圧接させ、
　前記押さえ片と前記水平部とで、前記床板材の端部を挟持することを特徴とする床板材
の固定施工方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば押出成形セメント板のような床板材の固定構造及び当該床板材の固定
構造の施工方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より鉄骨住宅や集合住宅においては押出成形セメント板の床板が使用されている。
そして、この押出成形セメント板を梁に留付けるために種々の留付構造が提案されている
。
【０００３】
　例えば特許文献１及び特許文献２に記載の構造は、押出成形セメント板の中空部内に押
さえバネによってボルトをねじ込むための角形ナットが予め挿入設置されており、当該押
出成形セメント床板を梁に順次敷きつめている。そして、押出成形セメント床板を梁に留
め付けるため、梁の形状に対応した形状の留め付け具であるＺ型金物を使用する。Ｚ型金
物を用いた押出成形セメント床板の留付構造では、押出成形セメント板床の下面側からボ
ルトを挿入し、スプリングワッシャ及びワッシャを介して角形ナットにねじ込み、Ｚクリ
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ップを締付け固定することによって押出成形セメント板床を梁に留付けている。
【０００４】
　しかし、特許文献１及び特許文献２のような留付構造は、押出成形セメント板をパネル
裏面側の梁にＺクリップなどを用いて階下側から留付けるものである、先に天井板が施工
されていると、この天井板が邪魔になって施工できない。また、押出成形セメント板の設
置及び固定作業に階の移動が必要となるので、作業性が悪く、さらに、階下側からの作業
は床面からの高さが２．５ｍ以上の高い位置での作業となるので、作業の安全性に問題が
あった。
【０００５】
　一方、特許文献３には、中空部１００を持つパネル状の押出成形セメント板床１０１を
梁１０２に留付ける構造が記載されており、押出成形セメント板床１０１の中空部１００
に固定される固定ナット１０３と、遊穴１０４を有し基端が可撓部材を介して押出成形セ
メント板床１０１の裏面に固定されるとともに可撓部材によって可変自在となった先端が
裏面とで梁１０２を挟持可能なＺ型クリップ材１０５と、該Ｚ型クリップ材１０５の遊穴
１０４に下方から挿通されて固定ナット１０３に螺合しかつ先端部に床上からの回動を可
能とする回動部１０６が形成された回動部付ボルト１０７とを有する押出成形セメント板
床用金具１０８を用いた構造が記載されている。
【０００６】
　この押出成形セメント板床用金具１０８を用いた構造によると、可撓部材を介してＺ型
クリップ材１０５を押出成形セメント板床１０８の裏面に固定し、固定ナット１０３を緩
めて、Ｚ型クリップ材１０５の先端を裏面より離反した状態に傾斜配置させておき、この
状態で、押出成形セメント板床１０１を上方より梁１０２上に載置する。そして、押出成
形セメント板床１０１が梁１０２に載置された後、床上から工具１０９を挿入して回動部
付ボルト１０７が締め付け方向へ回転することで、Ｚ型クリップ材１０５の先端が押出成
形セメント板床１０１の裏面に接近する方向に可変され、裏面との間に梁１０２が挟持さ
れ、床上から押出成形セメント板床１０１が梁１０２に留付けられるので、上階からの操
作で押出成形セメント板床用金具１０８を梁１０２に固定することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平８－５３８９２号公報
【特許文献２】特開平８－５３８９４号公報
【特許文献３】特開２００５－２６４４３８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかし、従来の構造は、いずれも押出成形セメント板床の中空部内に予めナットを配置
しておく必要があるとともに、ボルトを挿入し、当該ボルトを締め付ける作業を行うため
の挿入孔が必要となるので、押出成形セメント板床に予め当該挿入孔を加工して設けてお
く必要がある。また、特許文献３のように床上からボルトを締め付ける場合には、押出成
形セメント板床の上面に操作孔が必要となり、押出成形セメント板床の加工手間が必要で
あるとともに、設置後も操作孔を塞ぐなどの処理が必要となる。
【０００９】
　そこで本発明は、床の上から床板材の固定作業をすることができ、床板材を加工する必
要がない床板材の固定構造及び床板材の固定施工方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の床板材の固定構造は、水平に設けられる梁と、前記梁に平行で少なくとも水平
部を有する長手材と、端部が前記水平部に載置される床板材と、下端に前記長手材の下面
に引っ掛かる水平な突片を有し、当該長手材に嵌合する嵌合部と、前記嵌合部の上方に突
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出して設けられるボルト部と、前記ボルト部に挿入される挿入孔を有し、前記床板材の上
面に当接する押さえ片と、前記押さえ片の上から前記ボルト部に螺合するナットと、を備
え、前記水平部と前記押さえ片とで前記板材を挟んで固定してなることを特徴としている
。
【００１１】
　本発明の床板材の固定構造は、更に、前記床板材は充填材を挿入可能な中空部を有する
ことを特徴としている。
【００１２】
　本発明の床板材の固定構造は、更に、前記長手材は前記梁に間隙を開けて鉛直部が設け
られるとともに当該鉛直部の下端から前記梁と離反する方向に延びる水平部が設けられ、
前記梁に平行に固定されたアングルであり、前記嵌合部はその下端に前記鉛直部の下端に
係る前記突片を有するとともにその上端に前記鉛直部の上端に引っ掛かるフック部を有す
る弾性体であり、前記突片の突出長さは前記間隙に挿入可能な長さであることを特徴とし
ている。
【００１３】
　本発明の床板材の固定施工方法は、上記の床板材の固定構造の施工方法であって、前記
アングルの前記水平部に前記床板材の端部を載置して当該床板材を配置し、上方から前記
梁と前記鉛直部との間隙に前記嵌合部を下端側から挿入し、前記突片を前記鉛直部の下端
に引っ掛けるとともに、前記フック部を前記鉛直部の上端に引っ掛けて固定し、前記ボル
ト部に前記押さえ片を外挿させて、当該ボルト部と前記ナットとを締結することで、前記
押さえ片を前記床板材の上面に圧接させ、前記押さえ片と前記水平部とで、前記床板材の
端部を挟持することを特徴としている。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の床板材の固定構造によると、水平な梁に固定される長手材の水平部に床板材の
端部が載置され、長手材に嵌合する嵌合部の上方に突出するボルト部に外挿する押さえ片
がボルト部に螺合するナットによって押さえられて、水平部と押さえ片とで床板材を挟ん
で固定してなるので、床板材にボルト孔などの加工を施すことなく、床板材を梁に簡単に
固定することができる。
【００１５】
　本発明の床板材の固定構造によると、床板材は充填材を挿入可能な中空部を有するので
、中空部に所望の効果を有する充填材を挿入することができる。前述の通り床板材には、
ボルト孔などの加工がされておらず、且つ、床板材にボルトなどが貫通していないので、
中空部に簡単に充填材を詰めることができる。
【００１６】
　本発明の床板材の固定構造によると、長手材はアングルであり、梁と長手材とは、間隙
を開けて配置されており、嵌合部はの下端に設けられる突片はの突出長さは当該間隙に挿
入可能な長さであるので、上方からこの間隙を通して嵌合部の突片を挿入し、鉛直部の下
端に突片を掛けるとともに、鉛直部の上端にフック部を引っ掛けることで、嵌合部を長手
材に上方から嵌合することができ、嵌合部の上方に突出するボルト部に押さえ片を外挿さ
せてナットを上方から螺合させることで、押さえ片を床板材の上面に圧接させることがで
き、水平部と押さえ片とで床板材を挟んで固定することができる。したがって、床板材の
上から床板材の固定作業をすることができ、床板材の上側から下階側に移動する必要がな
いので、作業の効率を高めることができる。また、床板材の上からのみの作業なので、下
階側から例えば脚立に立って作業する場合のように不安定な足場で作業する必要がなく、
作業の安全性を高めることができる。
【００１７】
　本発明の床板材の固定施工方法によると、アングルの水平部に床板材の端部を載置して
当該床板材を配置し、上方から梁と鉛直部との間隙に嵌合部を下端側から挿入し、突片を
鉛直部の下端に引っ掛けるとともに、フック部を鉛直部の上端に引っ掛けて固定し、ボル
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ト部に押さえ片を外挿させて、当該ボルト部とナットとを締結することで、押さえ片を床
板材の上面に圧接させ、押さえ片と水平部とで、床板材の端部を挟持するので、床板材の
上から全ての床板材の固定施工作業をすることができ、床板材の上側から下階側に移動す
る必要がないので、作業の効率を高めることができる。また、床板材の上からのみの作業
となるので、下階側から例えば脚立に立って作業する場合のように不安定な足場で作業す
る必要がなく、作業の安全性を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】床板材の固定構造の全体構成を説明する梁の一部を省略した斜視図。
【図２】嵌合部、ボルト接続部、ボルト部、押さえ片、及びナットの構成を説明する斜視
図。
【図３】梁に固定片を固定し、固定片に長手材を固定した状態を示す図。
【図４】長手材の水平部に床板材の端部を載置した状態を示す図。
【図５】梁と長手材の鉛直部との間に嵌合部の下端の突片を挿入している状態を示す図。
【図６】長手材の鉛直部に嵌合部を嵌合させた状態を示す図。
【図７】ボルト部に押さえ片を外挿させ、その上からナットを螺合させて、押さえ片の当
接部を床板材に圧接させた状態を示す図。
【図８】従来の中空部を持つパネル状の押出成形セメント板床を梁に留付ける構造の一例
を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明に係る床板材の固定構造１及び床板材の固定施工方法の最良の実施形態に
ついて各図を参照しつつ説明する。本実施形態の床板材の固定構造１は、例えば鉄骨住宅
や集合住宅において用いられる押出成形セメント板の床板材２を固定する構造及び固定施
工方法である。
【００２０】
　床板材の固定構造１は、図１及び図７に示すように、水平に設けられる梁３と、梁３に
固定されて長手材４を支持する固定片５と、固定片５に支持されるアングルの長手材４と
、長手材４の水平部４１に端部が載置される床板材２と、長手材４に嵌合する嵌合部６と
、嵌合部６の上方に突出して設けられるボルト部７と、ボルト部７に外挿して床板材２の
上面に当接する押さえ片８と、押さえ片８の上からボルト部７に螺合するナット９と、を
備えている。
【００２１】
　梁３はＨ形鋼で形成され、上下階の間に設置される梁３である。図１においては、図示
の都合から梁３の一部のみを記載しているが、梁３の両端は図示しない柱等に接合してい
る。梁３は少なくとも矩形の床板材２の２つの短辺に平行に隣接する位置に配置されてい
る。
【００２２】
　固定片５は、図１及び図３に示すように、梁３の下側のフランジ３１に固定される下部
固定部５１と、梁３の上側のフランジ３２に固定される上部固定部５２と、長手材４を下
側から支持する支持プレート５３とを有している。下部固定部５１は、軸方向に垂直な断
面の形状がＬ字状で、下部が梁３の下側のフランジ３１の上にボルト１０及びナット１１
で固定される水平な平板状に形成されるとともに、下側のフランジ３１の端縁から水平方
向に突出して配置される基端部５４と、基端部５４の突出縁から上方向に折曲して梁３の
上側のフランジ３２よりも高い位置まで延びる立ち上がり部５５とを有する。上部固定部
５２は、平板状に形成されており、梁３の上側のフランジ３２の上にボルト１２及びナッ
ト１３で固定され、上側のフランジ３２の端縁から水平方向に突出して先端が下部固定部
５１の立ち上がり部５５に接続する。支持プレート５３は、下部固定部５１の立ち上がり
部５５の梁３と逆側の面に溶接された略直角三角形の平板状に形成されたプレートであり
、上側の辺が水平に突出して長手材４を下側から支持している。固定片５は、図１に示す
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ように、１つの床板材２の短辺に対して２つずつ配置されている。
【００２３】
　長手材４は固定片５を介して梁３に平行に固定されるアングルであり、固定片５によっ
て梁３の上側のフランジ３２との間に間隙を開けて、上側のフランジ３２に隣接して配置
されている。長手材４は、鉛直部４２が下部固定部５１の立ち上がり部５５に固定されて
おり、当該鉛直部４２の下端から梁３と離反する方向に向かって水平部４１が設けられて
いる。長手材４の水平部４１の上面には制震ゴム１４が載置されており、水平部４１の上
に制震ゴム１４を介して床板材２の端部を載置することで、床板材２の振動が梁３に伝達
することを抑制して防音性能を高めることができる。
【００２４】
　床板材２は、図１に示すように、矩形平板の押出成形セメント板であり、長手方向に一
端から他端に至る複数の貫通孔からなる中空部２１が設けられている。中空部２１には砂
状の無機材を充填しており、これによって防音性能や衝撃遮断性能を高めている。床板材
２は、両側の梁３にそれぞれ固定されている長手材４にそれぞれの端部が載置されて、長
手材４の間に架設されるように配置される。
【００２５】
　嵌合部６は、図２に示すように、長手材４の鉛直部４２に嵌合するバネ鋼からなる部材
である。嵌合部６のの下端には、長手材４の鉛直部４２の下端に係る２つの突片６１が形
成されている。また、嵌合部６の上端には、鉛直部４２の上端に引っ掛かるフック部６２
が形成されている。嵌合部６の背面にはボルト接続部１５が固定されている。ボルト接続
部１５は、嵌合部６の背面にかしめ固定されて上部が嵌合部６の上方を覆うように水平に
折り曲げられている。ボルト接続部１５の水平な上部には、ボルト部７が上方を向くよう
に溶接固定されている。ボルト部７は、嵌合部６の上方でボルト接続部１５から突出して
おり、ボルト部７の上端は長手材４の水平部４１に載置された床板材２の上面よりも高く
なる。
【００２６】
　押さえ片８は、鉛直方向を向く垂れ部８１と、垂れ部８１の上端から水平方向に折れ曲
がりボルト部７を挿入する挿入孔８２が形成されたボルト挿入部８３と、ボルト挿入部８
３よりも低く位置するように段が設けられており、床板材２の上面に当接する当接部８４
とを有している。垂れ部８１は、ボルト部７の側面に当接して押さえ片８の姿勢を維持す
る姿勢保持部８５が設けられている。ボルト挿入部８３には、垂れ部８１に寄った位置に
ボルト部７を挿入する挿入孔８２が形成されており、ボルト挿入部８３から当接部８４に
かけて上方に向けて線状に膨らむように形成された補強溝８６が設けられている。押さえ
片８はボルト部７に挿入孔８２が外挿してその上方からボルト部７にナット９を螺合させ
て固定し、当接部８４を床板材２の端部の上面に圧接させた状態で、当接部８４と長手材
４の水平部４１とで挟んで固定している。
【００２７】
　なお、本実施形態では、嵌合部６、ボルト接続部１５、ボルト部７、押さえ片８、及び
ナット９は、床板材２のそれぞれの短辺の中央付近に１つずつ配置されて床板材２を固定
しているがこれに限定されるものではなく、床板材２の短辺にそれぞれ２つ以上配置され
ていても良い。
【００２８】
　床板材２の固定施工方法は、梁３を図示しない柱に架設した後、図３に示すように、当
該梁３に固定片５を固定する。すなわち、梁３の上側のフランジ３２に上部固定部５２を
ボルト１２及びナット１３で固定し、梁３の下側のフランジ３１に下部固定部５１の基端
部５４をボルト１０及びナット１１で固定することで、梁３に固定片５を固定する。そし
て、長手材４の鉛直部４２を固定片５の下部固定部５１の立ち上がり部５５に溶接し、長
手材４の水平部４１を固定片５の支持プレート５３に溶接して、長手材４を固定片５に固
定する。なお、長手材４と固定片５とは、梁３に固定片５を固定する前に予め固定されて
いてもよく、例えば工場などで予め長手材４と固定片５とが溶接固定された状態で建築現
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場に出荷されるものであっても良い。
【００２９】
　次に長手材４の水平部４１の上に制震ゴム１４を配置して、その上に、図４に示すよう
に、床板材２の端部を載置する。前述の通り床板材２はそれぞれの短辺が長手材４の水平
部４１に載置されて架設される。なお、床板材２の固定は例えば図示しないクレーン等で
床板材２を吊り下げて行われる。床板材２が長手材４の水平部４１の間に架設されると、
次に、作業者が床板材２の上に乗って、図５に示すように、嵌合部６を下端から梁３と長
手材４の鉛直部４２との間の間隙に挿入する。
【００３０】
　嵌合部６の下端の突片６１の突出長さは梁３と長手材４の鉛直部４２との間の間隙に挿
入可能な長さである。嵌合部６は下端を梁３と長手材４の鉛直部４２との間に挿入しつつ
、嵌合部６の上端のフック部６２を長手材４の鉛直部４２の上端に引っ掛けるように押し
込む。嵌合部６は例えばバネ鋼のような弾性を有する材料で形成されていることで、長手
材４の鉛直部４２の上端にフック部６２を引っ掛けつつ、嵌合部６を梁３と長手材４の鉛
直部４２との間に挿入することができる。そして、図６に示すように、嵌合部６の突片６
１を長手材４の鉛直部４２の下端に掛ける。嵌合部６は突片６１が鉛直部４２の下端に掛
かり、フック部６２が鉛直部４２の上端に引っ掛かかることで、長手材４に嵌合して固定
される。
【００３１】
　以上のようにすると、図６に示すように嵌合部６が長手材４に固定され、嵌合部６の上
方にボルト接続部１５を介してボルト部７が固定される。そして、ボルト部７の上から押
さえ片８の挿入孔８２を外挿し、さらにその上からボルト部７にナット９を螺合させて固
定し、当接部８４を床板材２の端部の上面に圧接させた状態で、当接部８４と長手材４の
水平部４１とで挟んで固定する。このとき押さえ片８の垂れ部８１の姿勢保持部８５がボ
ルト部７の側面に当接して押さえ片８の姿勢を適切に保持するとともに、押さえ片８の当
接部８４の回転止め８７が床板材２の上面に当接してナット９の回転にともなって押さえ
片８が供回りすることを抑制することができる。
【００３２】
　このように本実施形態の床板材の固定構造１によると、床板材２は、長手材４の水平部
４１と押さえ片８とで挟んで固定しているので、床板材２自体にボルト孔などの加工を施
すことなく、床板材２を梁３に簡単に固定することができる。また、床板材２を貫通する
ようなボルトなどの部材を設ける必要がないことで、床板材２の中空部２１に充填材を詰
めることができ、防音性や耐衝撃性に優れた床板材２とすることができる。そして、床板
材２の上から作業を行うことができるので、下階側から例えば脚立に立って作業する場合
のように不安定な足場で作業する必要がなく、作業の安全性を高めることができるととも
に、床板材２の上側から下階側に移動する必要がないので、作業の効率を高めることがで
きる。
【００３３】
　なお、本発明の実施の形態は上述の形態に限ることなく、本発明の思想の範囲を逸脱し
ない範囲で適宜変更することができることは云うまでもない。
【産業上の利用可能性】
【００３４】
　本発明に係る床板材の固定構造１及び床板材の固定施工方法は、例えば押出成形セメン
ト板の床板材を梁３に固定する構造及び施工方法として、好適に用いることができる。
【符号の説明】
【００３５】
　１　　　床板材の固定構造
　２　　　床板材
　３　　　梁
　４　　　長手材
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　６　　　嵌合部
　７　　　ボルト部
　８　　　押さえ片
　９　　　ナット
　４１　　水平部
　４２　　鉛直部
　６１　　突片
　６２　　フック部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】
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